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製品分類 システム LSI 発行番号 TN-RIN-A012A/J Rev. 第1版 

題

名 

R-IN32M4-CL2 ユーザーズ・マニュアル CC-Link IE Field 編 

(Rev.1.00→Rev1.01) 

主な改定内容：誤記訂正、補足追加など 

情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

下記参照 

対象ロット等 

関連資料 
R-IN32M4-CL2 ユーザーズ・マニュア

ル CC-Link IE Field 編 Rev.1.01 

(R18UZ0041JJ0101) 全ロット 

 

R-IN32M4-CL2 ユーザーズ・マニュアル CC-Link IE Field 編 Rev.1.01 (R18UZ0041JJ0101) をリリースいたします。詳細に

ついては「２．改定内容」を参照願います。※要注意マークがついている項目は、重要な項目ですので、ご確認をお願いします。 

 

１ 適用製品 

 

Product Type Model Marking Product Code 
R-IN32M4-CL2 R9J03G019GBG R9J03G019GBG 

 

２ 改定内容 

 

No 訂正箇所（Rev1.00見出し番号） 
該当ページ 

（Rev1.00番号） 
内容 

1 図 2.1 開発の工程例 9 誤記訂正 

2 表 2.5 新規追加 13 補足 

3 4.1 ユーザ・プログラム一覧 33 誤記訂正 

4 図 4.1 メイン処理 フロー図 35 誤記訂正 

5 図 4.11 LED更新処理 フロー図 44 誤記訂正 

6 表 4.5 MAC IP部の MIB情報一覧表 47 誤記訂正 

7 図 4.17 Transient1受信データ処理 フロー図（1/4）※要注意 51 誤記訂正 

8 図 4.35 Transient1要求フレーム作成処理 フロー図 73 誤記訂正 

9 表 5.6 R_IN32_UNITINFO_T一覧（1/3）※要注意 86 誤記訂正 

10 5.3.1.4 gerR_IN32_Start 92 補足 

11 表 5.15 ulCommand一覧 127 誤記訂正 
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No. 
V1.00 V1.01 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

1 9 

【2. 開発前の仕様検討と準備】 

[図 2.1 開発の工程例] 

 

9 

【2. 開発前の仕様検討と準備】 

[図 2.1 開発の工程例]  

2 13 

【2.4 1000BASE-Tコンプライアンス・テストモードの実装検討】 

13 

【2.4 1000BASE-Tコンプライアンス・テストモードの実装検討】 
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V1.00 V1.01 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

3 33 

【4.1 ユーザ・プログラム一覧】 

  「intelligent_device\root\Japanese\sample」、または

「\remote_device\root\Japanese\sample」フォルダ以下のユーザ・プログラムの一覧

を示します。 

33 

【4.1 ユーザ・プログラム一覧】 

  「\cie_intelligent_device\root\Japanese\sample」、または

「\cie_remote_device\root\Japanese\sample」フォルダ以下のユーザ・プログラムの一

覧を示します。 

4 35 

【4.2.1 メイン処理】 

[図 4.1 メイン処理 フロー図]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

【4.2.1 メイン処理】 

[図 4.1 メイン処理 フロー図] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「UserSetTransient_Request2」を「UserSetTransient2_Request」に修正 

5 44 

【4.2.11 LED 更新処理】 

[図 4.11 LED 更新処理 フロー図] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44 

【4.2.11 LED 更新処理】 

[図 4.11 LED 更新処理 フロー図] 
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ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

6 47 

【4.2.13(2) MAC IP 部の MIB 情報一覧】 

[表 4.5 MAC IP 部の MIB 情報一覧表] 

 

No.9 「内容」欄 

  GMIIの受信データエラーを検出した場合（RECV_*_ERR=1）、カウントアップする。ア

イドル中（RECV_*_DV =1）に RECV_*_ERRが複数回 1となっても、カウントは 1回にな

る。 

47 

【4.2.13(2) MAC IP 部の MIB 情報一覧】 

[表 4.5 MAC IP 部の MIB 情報一覧表] 

 

No.9 「内容」欄 

  GMII の受信データエラーを検出した場合（RECV_*_ERR=1 注）、カウントアップする。

アイドル中（RECV_*_DV =1 注）に RECV_*_ERR 注が複数回 1 となっても、カウントは 1

回になる。 

7 51 

【4.3.3 Transient1 受信データ処理】 

[図 4. 17 Transient1 受信データ処理 フロー図（1/4）] 

51 

【4.3.3 Transient1 受信データ処理】 

[図 4.17 Transient1 受信データ処理 フロー図（1/4）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

関数表記の改行位置を変更 

"受信フレーム分割あり"後の"組立フラグを OFF"に修正 

8 73 

【4.3.17 Transient1 要求フレーム作成処理】 

[図 4.35 Transient1 要求フレーム作成処理 フロー図] 

73 

【4.3.17 Transient1 要求フレーム作成処理】 

[図 4.35 Transient1 要求フレーム作成処理 フロー図] 

 

 

 

 

 

 

関数名の誤記(末尾に"t"追加)修正 
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9 86 

【5.3.1(2) gerR_IN32_Initialize】 

[表 5.6 R_IN32_UNITINFO_T 一覧（1/3）] 

 

No.2 

  自局が通信可能な RWw のサイズ（ワード）を 1 バイト★単位で設定します。 

インテリジェントデバイス局の場合、256 バイト★が最大です。リモートデバイス局の

場合、64 ワードが最大です。 

 

No.3 

  自局が通信可能な RWrのサイズ（ワード）を 1 バイト単位で設定します。インテリジ

ェントデバイス局の場合、256 バイトが最大です。リモートデバイス局の場合、16 バイ

トが最大です。 

86 

【5.3.1(2) gerR_IN32_Initialize】 

[表 5.6 R_IN32_UNITINFO_T 一覧（1/3）] 

 

No.2 

  自局が通信可能な RWw のサイズ（ワード）を 2 ワード★単位で設定します。 

インテリジェントデバイス局の場合、1024 ワード★が最大です。 

リモートデバイス局の場合、64 ワードが最大です。 

 

No.3 

  自局が通信可能な RX★のサイズ（ワード）を 1 バイト単位で設定します。インテリジェ

ントデバイス局の場合、256 バイトが最大です。リモートデバイス局の場合、16 バイトが

最大です。 

10 92 

【5.3.1.4 gerR_IN32_Start】 

92 

【5.3.1(4) gerR_IN32_Start】 

注意 

 R-IN32M4-CL2 に Fatal エラーが発生した場合、本関数よりユーザ作成の

gR_IN32_CallbackFatalError を呼び出しますので、エラーコードに対応したエラー処理を

実行してください。 

「注意」を追加 

11 127 

【5.5.2 gerR_IN32_CallbackCommandFromMaster】 

[表 5.15 ulCommand 一覧] 

No.7 

  1b：指定サイズ不正あり 

  0b：指定サイズ不正あり 

127 

【5.5.2 gerR_IN32_CallbackCommandFromMaster】 

[表 5.15 ulCommand 一覧] 

No.7 

  1b：指定サイズ不正あり 

  0b：指定サイズ不正なし★ 

 

 


